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⼤阪府が府内市町村環境部局
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■地域における施設の位置づけ
地域コミュニティの構造の変化とともに、地域における子ども施設に対する⾒え方も変わってきていま

す。
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貢献するか、その工夫や取り組みが近隣との良好な関係を築く上で重要になっています。子ども施設
のスペースを地域活動のために開放したり、施設のイベントに地域の人に参加いただくなど、地域との
交流を積極的に⾏うことが求められています。
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の利⽤率は年々高くなっている⼀方で、待機児童数も近年再び

,553 人です。また、⼤阪府では、
多いのは、⼤阪市、吹田市、豊中市となっています。 

また、首都圏や近畿圏の７都府県とその他の政令指定都市、中核市の合計は
％を占め、待機児童解消の問題は都市部が中⼼となっています。

〉保育所等待機児童数及び保育所等利用率の推移

〉都市部とそれ以外の地域の待機児童数（平成

利用児童数

1,390,726 人 

1,067,881 人 

2,458,607 人 

※７都府県；埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、大阪府、兵庫県

出典：厚生労働省「保育所等関連状況とりまとめ（平成

年４月に「待機児童解消加速化プラン」を策定し、平成
万人とする目標を掲げています。また、平成
町村において計画的な子ども施設の整備

は、豊中市が国家戦略特区を活⽤し、市の管理公園内に保育所を整備するなど、待機児童の解消

⼟地の確保が困難な都市部において子ども施設の整備を進めるため、
公園を園庭の代替とすることの容認、保育室等の上層階での設置や、屋上園庭など、より狭い敷地

 

24,825
22,741

33.0%
33.9%

H24 H25

待機児童数（左目盛）

解消に向けた施策

の利⽤率は年々高くなっている⼀方で、待機児童数も近年再び
人です。また、⼤阪府では、

また、首都圏や近畿圏の７都府県とその他の政令指定都市、中核市の合計は
％を占め、待機児童解消の問題は都市部が中⼼となっています。

〉保育所等待機児童数及び保育所等利用率の推移

〉都市部とそれ以外の地域の待機児童数（平成 28 年

利用児童数 

 56.6% 

 43.4% 

 100.0% 

※７都府県；埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、大阪府、兵庫県

出典：厚生労働省「保育所等関連状況とりまとめ（平成

年４月に「待機児童解消加速化プラン」を策定し、平成
万人とする目標を掲げています。また、平成

子ども施設の整備
は、豊中市が国家戦略特区を活⽤し、市の管理公園内に保育所を整備するなど、待機児童の解消

⼟地の確保が困難な都市部において子ども施設の整備を進めるため、
室等の上層階での設置や、屋上園庭など、より狭い敷地

22,741 21,371

33.9% 35.1%

H25 H26

利用率（全体）（右目盛）

解消に向けた施策 

の利⽤率は年々高くなっている⼀方で、待機児童数も近年再び
人です。また、⼤阪府では、1,434 人で、待機児童が

また、首都圏や近畿圏の７都府県とその他の政令指定都市、中核市の合計は 17,501
％を占め、待機児童解消の問題は都市部が中⼼となっています。 

〉保育所等待機児童数及び保育所等利用率の推移 

年 4 月 1 日時点）

待機児童数 

17,501 人 

6,052 人 

23,553 人 

※７都府県；埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、大阪府、兵庫県

出典：厚生労働省「保育所等関連状況とりまとめ（平成 28 年 4

年４月に「待機児童解消加速化プラン」を策定し、平成 25 年度から平成
万人とする目標を掲げています。また、平成 27 年度から

子ども施設の整備が⾏われています。府内で
は、豊中市が国家戦略特区を活⽤し、市の管理公園内に保育所を整備するなど、待機児童の解消

⼟地の確保が困難な都市部において子ども施設の整備を進めるため、認可保育所において近所の
室等の上層階での設置や、屋上園庭など、より狭い敷地

23,167 23,553

35.1%
37.9%

H27

利用率（全体）（右目盛）

の利⽤率は年々高くなっている⼀方で、待機児童数も近年再び増加に転
人で、待機児童が

17,501 人で全体

日時点） 

 

74.3% 

25.7% 

100.0% 

※７都府県；埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、大阪府、兵庫県 

4 月 1 日）」        

年度から平成 29
年度からは子ども・子

⾏われています。府内で
は、豊中市が国家戦略特区を活⽤し、市の管理公園内に保育所を整備するなど、待機児童の解消

認可保育所において近所の
室等の上層階での設置や、屋上園庭など、より狭い敷地

23,553

39.9%
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H28

 

に転
人で、待機児童が

人で全体

 

         

29 年
子ども・子

⾏われています。府内で
は、豊中市が国家戦略特区を活⽤し、市の管理公園内に保育所を整備するなど、待機児童の解消

認可保育所において近所の
室等の上層階での設置や、屋上園庭など、より狭い敷地
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